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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　スペクトルマスクマージンの非線形歪みを軽減する方法であって、
　少なくとも１つのプロセッサが、少なくとも１つのモバイル機器の第１のグループを、
該第１のグループからの前記電力増幅器ヘッドルーム情報に基づき、割り当てられたスペ
クトルの内部サブバンドにスケジューリングすること、
　前記少なくとも１つのプロセッサが、少なくとも１つのモバイル機器の次のグループを
、前記内部サブバンドにスケジューリングした後、該次のグループからの前記電力増幅器
ヘッドルーム情報に基づき、前記割り当てられたスペクトルの残りの部分にスケジューリ
ングすること、
　を含み、
　前記電力増幅器ヘッドルーム情報は広帯域割当に関する最大受信電力量と、関心点に関
する電力増幅器ヘッドルームの静的差分量とを含み、
　前記スケジューリングすることは、前記静的差分量を前記最大受信電力量に加えること
によりスケジューリングのための電力増幅器ヘッドルーム量を計算することを含む、方法
。
【請求項２】
　１または複数のモバイル機器から前記電力増幅器ヘッドルーム情報を受信すること、を
さらに含む請求項１記載の方法。
【請求項３】
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　前記電力増幅器ヘッドルーム情報は、周期的に送信される請求項１記載の方法。
【請求項４】
　前記関心点は、前記内部サブバンド、サブバンドの境界、または単一ベースノードに関
する請求項３記載の方法。
【請求項５】
　前記第１のグループは、大きい送信電力で送信する複数の機器を含む請求項１記載の方
法。
【請求項６】
　前記次のグループは、低い送信電力で送信する複数の機器を含む請求項１記載の方法。
【請求項７】
　電力制限のある少なくとも１つのモバイル機器を、スペクトルの内部サブバンドにスケ
ジューリングし、電力制限のない少なくとも１つのモバイル機器を前記スペクトルの残り
部分にスケジューリングする少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに接続されるメモリと、
　を含み、
　前記電力制限は、電力増幅器ヘッドルーム情報に関し、前記電力増幅器ヘッドルーム情
報は、広帯域割当に関する最大受信電力量と、関心点に関する電力増幅器ヘッドルームの
静的差分量とを含み、
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記静的差分量を前記最大受信電力量に加えるこ
とにより、前記スケジューリングのための電力増幅器ヘッドルーム量を計算する、無線通
信装置。
【請求項８】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、さらに、前記少なくとも１つのモバイル機器から
、前記電力増幅器ヘッドルーム情報を受信する請求項７記載の無線通信装置。
【請求項９】
　前記電力増幅器ヘッドルーム情報は、周期的に通知される、請求項７記載の無線通信装
置。
【請求項１０】
　前記関心点は、内部バンド、サブバンド境界、または単一ベースノードに関する請求項
９記載の無線通信装置。
【請求項１１】
　前記少なくとも１つのデバイス機器は、大きい送信電力で送信する請求項７記載の無線
通信装置。
【請求項１２】
　前記少なくとも１つのモバイル機器は、低い送信電力で送信する請求項７記載の無線通
信装置。
【請求項１３】
　動的な電力増幅器バックオフを可能にする無線通信装置であって、
　少なくとも１つのモバイル機器の第１のグループを、少なくとも一部を、該第１のグル
ープからの電力増幅器ヘッドルーム情報に基づき、割り当てられたスペクトルの内部サブ
バンドにスケジューリングする手段と、
　少なくとも１つのモバイル機器の次のグループを、少なくとも一部を、該次のグループ
からの電力増幅器ヘッドルーム情報に基づき、前記割り当てられたスペクトルの残りの部
分にスケジューリングする手段と、
　少なくとも一部を、前記電力増幅器ヘッドルーム情報に基づき、サブバンドを選択する
手段と、
　を含み、
　前記電力増幅器ヘッドルーム情報は、広帯域割当に関する最大受信電力量と、関心点に
関する電力増幅器ヘッドルームの静的差分量とを含み、
　前記静的差分量を前記最大受信電力量に加えることにより前記スケジューリングおよび



(3) JP 5129259 B2 2013.1.30

10

20

30

40

50

前記サブバンドの選択のための電力増幅器ヘッドルーム量を計算する手段をさらに含む無
線通信装置。
【請求項１４】
　１又は複数のモバイル機器から前記電力制限情報を受信する手段をさらに含む請求項１
３記載の無線通信装置。
【請求項１５】
　前記電力増幅器ヘッドルーム情報は、周期的に通知される請求項１３記載の無線通信装
置。
【請求項１６】
　前記第１のグループは、大きい送信電力で送信する複数の機器を含む請求項１３記載の
無線通信装置。
【請求項１７】
　前記次のグループは、低い送信電力で送信する複数の機器を含む請求項１３記載の無線
通信装置。
【請求項１８】
　コンピュータ読み取り可能な記録媒体であって、
　少なくとも１つのコンピュータに、電力制限のある少なくとも１つのデバイス機器を、
スペクトルの内部サブバンドにスケジューリングさせ、
　少なくとも１つのコンピュータに、電力制限のない少なくとも１つのデバイス機器を、
前記スペクトルの残りの部分にスケジューリングさせるコード、
　を含み、
　前記電力制限は、前記少なくとも１つのモバイル機器から受信された電力増幅器ヘッド
ルーム情報に関し、前記電力増幅器ヘッドルーム情報は、広帯域割当に関する最大受信電
力量と、関心点に関する電力増幅器ヘッドルームの静的差分量とを含み、
　前記コードは、前記少なくとも１つのコンピュータに、前記静的差分量を前記最大受信
電力量に加えることによりスケジューリングのための電力増幅器ヘッドルーム量を計算さ
せるコードを含む、記録媒体。
【請求項１９】
　少なくとも１つのモバイル機器の第１のグループを、少なくとも一部を、該第１のグル
ープからの電力増幅器ヘッドルーム情報に基づき、割り当てられたスペクトルの内部サブ
バンドにスケジューリングし、
　少なくとも１つのモバイル機器の次のグループを、少なくとも一部を、該次のグループ
からの電力増幅器ヘッドルーム情報に基づき、前記割り当てられたスペクトルの残りの部
分にスケジューリングし、
　少なくとも一部を、電力増幅器ヘッドルーム情報に基づき、サブバンドを選択するプロ
セッサと、
　前記プロセッサに接続されるメモリと、
　を含み、
　前記電力増幅器ヘッドルーム情報は、広帯域割当に関する最大受信電力量と、関心点に
関する電力増幅器ヘッドルームの静的差分量とを含み、
　前記プロセッサは、さらに、前記静的差分量を前記最大受信電力量に加えることにより
サブバンドの選択とスケジューリングのための電力増幅器ヘッドルーム量を計算する、無
線通信装置。
【請求項２０】
　電力増幅器バックオフの動的な調節を容易にする方法であって、
　最大達成可能送信電力に対応する広帯域割当に関する最大受信電力量を送信すること、
　１または複数の関心点に対応する静的差分量を通知すること、及び
　サブバンド割当を受信すること、
　を含み、
　前記サブバンド割当は、前記静的差分量を前記最大受信電力量に加えることにより計算
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された電力増幅器ヘッドルーム量に基づく、方法。
【請求項２１】
　前記複数の関心点は、内部サブバンド、サブバンド境界、及びまたは単一ベースノード
を含む請求項２０記載の方法。
【請求項２２】
　少なくとも一部を、受信されたサブバンド割当に基づき、電力増幅器バックオフを評価
すること、及び
　評価されたバックオフに従って、電力増幅器を調整すること、
　をさらに含む請求項２０記載の方法。
【請求項２３】
　電力増幅器バックオフを評価することは、前記サブバンド割当が、割り当てられたスペ
クトルの内部サブバンドへの割当を示すとき、低いバックオフを決定することを含む請求
項２２記載の方法。
【請求項２４】
　電力増幅器バックオフを評価することは、前記サブバンド割当が、割り当てられたスペ
クトルのサブバンド境界への割当を示すとき、高いバックオフを決定することを含む請求
項２２記載の方法。
【請求項２５】
　最大達成可能送信電力に対応する広帯域割当に関する最大受信電力量を送信し、１また
は複数の関心点に対応する静的差分量を通知し、サブバンド割当を受信する少なくとも１
つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに接続されるメモリと、
　を含み、
　前記サブバンド割当は、前記静的差分量を前記最大受信電力量に加えることにより計算
された電力増幅器ヘッドルーム量に基づく、無線通信装置。
【請求項２６】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、さらに、少なくとも一部を、受信されたサブバン
ド割当に基づき電力増幅器バックオフを評価し、評価されたバックオフに基づき電力増幅
器を変更する請求項２５記載の無線通信装置。
【請求項２７】
　前記複数の関心点は、内部サブバンド、サブバンド境界、及びまたは単一ベースノード
を含む請求項２５記載の無線通信装置。
【請求項２８】
　スペクトルマスクマージンの非線形歪みを軽減する無線通信装置であって、
　広帯域割当のための最大達成可能送信電力に対応する最大受信電力量を送信する手段と
、
　１または複数の関心点に対応する静的差分量を通知する手段と、
　サブバンド割当を受信する手段と、
　を含み、
　前記サブバンド割当は、前記静的差分量を前記最大受信電力量に加えることにより計算
された電力増幅器ヘッドルーム量に基づく、
　無線通信装置。
【請求項２９】
　電力制限情報を送信する手段をさらに含む請求項２８記載の無線通信装置。
【請求項３０】
　前記複数の関心点は、内部サブバンド、サブバンド境界、及びまたは単一ベースノード
を含む請求項２８記載の無線通信装置。
【請求項３１】
　少なくとも一部を、受信されたサブバンド割当に基づき、電力増幅器バックオフを決定
する手段と、
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　決定されたバックオフに従って電力増幅器を調整する手段と、
　をさらに含む請求項２８記載の無線通信装置。
【請求項３２】
　電力増幅器バックオフを決定する手段は、前記サブバンド割当が、割り当てられたスペ
クトルの内部サブバンドへの割当を示すとき、低いバックオフを決定することを含む請求
項３１記載の無線通信装置。
【請求項３３】
　電力増幅器バックオフを決定する手段は、前記サブバンド割当が、割り当てられたスペ
クトルのサブバンド境界への割当を示すとき、高いバックオフを決定することを含む請求
項３１記載の無線通信装置。
【請求項３４】
　少なくとも１つのコンピュータに、最大達成可能送信電力に対応する広帯域割当に関す
る最大受信電力量を送信させるコードと、
　前記少なくとも１つのコンピュータに、１または複数の関心点に対応する静的差分量を
送信させるコードと、
　前記少なくとも１つのコンピュータに、サブバンド割当を受信させるコードと、ここに
おいて、前記サブバンド割当は、前記静的差分量を前記最大受信電力量に加えることによ
り計算された電力増幅器ヘッドルーム量に基づく、
　を記憶するコンピュータ読み取り可能な記憶媒体。
【請求項３５】
　前記複数の関心点は、内部サブバンド、サブバンド境界、及びまたは単一ベースノード
を含む請求項３４記載のコンピュータ読み取り可能な記憶媒体。
【請求項３６】
　広帯域割当のための最大達成可能送信電力に対応する周期的に通知される電力ヘッドル
ーム量を送信し、
　１または複数の関心点に対応する静的差分電力ヘッドルームを通知するプロセッサと、
　前記プロセッサに接続されるメモリと、
　を含む無線通信装置。

【発明の詳細な説明】
【優先権の主張】
【０００１】
　この出願は、２００６年１０月２６日出願のタイトルが“AT PA HEADROOM INFORMATION
 TO ENABLE DYNAMIC PA BACKOFF IN LBC FDD”である米国仮出願第６０／８６３，１１８
の利益を主張する。前記出願の全内容は、参照によりここに組み込まれる。
【技術分野】
【０００２】
　以下の説明は、一般に、無線通信に関し、より詳しくは、サブバンドスケジューリング
及び電力増幅器バックオフに関する。
【背景技術】
【０００３】
　無線ネットワーキングシステムは、世界中で多くの人々が通信できる広く普及した手段
となってきた。無線通信機器は、需要者のニーズに合わせるためと、携帯性及び利便性の
向上のために、より小さくよりパワフルになってきた。需要者は、携帯電話、ＰＤＡ（pe
rsonal digital assistant）などのような無線通信機器に頼ることが多くなり、信頼性の
あるサービス、カバレッジエリアの拡大、及び機能の増大を要求している。
【０００４】
　一般に、無線多重アクセス通信システムは、同時に、複数の無線端末またはユーザ機器
に通信をサポートする。各端末は、送信リンク及び逆方向リンクによる送信により、１ま
たは複数のアクセスポイントと通信する。送信リンク（すなわち下りリンク）は、アクセ
スポイントから端末への通信リンクのことをいい、逆方向リンク（すなわち上りリンク）
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は端末からアクセスポイントへの通信リンクのことをいう。
【０００５】
　無線システムは、利用可能なシステムリソース（例えば帯域及び送信電力）を共有する
ことにより、複数のユーザとの通信をサポートすることができる多重アクセス通信システ
ムであることがある。そのような多重アクセスシステムの例はＣＤＭＡ（Code Division 
Multiple Access）システム、ＴＤＭＡ（Time Division Multiple Access）システム、Ｆ
ＤＭＡ（Frequency Division Multiple Access）システム、及びＯＦＤＭ（Orthogonal F
requency Division Multiplexing）システムを含む。
【０００６】
　一般的に、各アクセスポイントは、セクタと呼ばれる特定のカバレッジエリア内に存在
する端末をサポートする。特定の端末をサポートするセクタはサービスセクタとも呼ばれ
る。当該特定の端末をサポートしない他のセクタは、非サービスセクタと呼ばれる。セク
タ内の複数の端末には、特定の複数のリソースが割当られて、複数の端末を同時にサポー
トすることができる。しかし、隣接する複数のセクタ内の複数の端末による送信は統合さ
れていない。結果として、セクタの境界にいる複数の端末による送信は、干渉を生じ、セ
クタ内の端末のパフォーマンスが劣化する。
【発明の概要】
【０００７】
　以下に、１または複数の実施形態の簡単な要約を、その実施形態の基本的な理解を与え
るために、提示する。この要約は、全ての予想される広範囲な概略ではなく、全ての実施
形態のキーすなわち重要な要素を特定すること、及び実施形態の全てまたはいずれかの範
囲を描写することを意図するものではない。その唯一の目的は、１または複数の実施形態
のいくつかの概念を単純な形式で、以下に示されるより詳細な説明への前置きとして提示
することである。
【０００８】
　一側面によれば、スペクトルマスクマージンの非線形歪みを軽減する方法が、ここに説
明される。該方法は、少なくとも１つのモバイル機器の第１のグループを、該第１のグル
ープからの電力増幅器ヘッドルーム情報に基づき、割り当てられたスペクトルの内部サブ
バンドにスケジューリングすることを含む。該方法は、さらに、少なくとも１つのモバイ
ル機器の次のグループを、前記内部サブバンドにスケジューリングした後、該次のグルー
プからの電力増幅器ヘッドルーム情報に基づき、前記割り当てられたスペクトルの残りの
部分にスケジューリングすることを含む。
【０００９】
　他の側面は、無線通信装置に関する。無線通信装置は、電力制限のある少なくとも１つ
のモバイル機器をスペクトルの内部サブバンドにスケジューリングし、電力制限のない少
なくとも１つのモバイル機器を当該スペクトルの残りの部分にスケジューリングする少な
くとも１つのプロセッサを含み、前記電力制限は、電力増幅器ヘッドルーム情報に関する
。該無線通信装置は、該少なくとも１つのプロセッサに接続されるメモリを含む。
【００１０】
　さらに他の側面は、動的な電力増幅器バックオフが可能な無線通信装置に関する。該無
線通信装置は、少なくとも１つのモバイル機器の第１のグループを、少なくとも一部を該
第１のグループからの電力増幅器ヘッドルーム情報に基づき、割り当てられたスペクトル
の内部サブバンドにスケジューリングする手段を含む。該無線通信装置は、さらに、少な
くとも１つのモバイル機器の次のグループを、少なくとも一部を該次のグループからの電
力増幅器ヘッドルーム情報に基づき、前記割り当てられたスペクトルの残りの部分にスケ
ジューリングする手段を、少なくとも一部を電力増幅器ヘッドルーム情報に基づき、複数
のサブバンドを選択する手段とともに含む。
【００１１】
　さらに他の側面は、少なくとも１つのコンピュータに、電力制限のある少なくとも１つ
のモバイル機器をスペクトルの複数の内部サブバンドにスケジューリングさせるコードを
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含むコンピュータ読み取り可能な媒体を有することできるコンピュータプログラム製品に
関する。該コードは、さらに、該少なくとも１つのコンピュータに、電力制限のない少な
くとも１つのモバイル機器を該スペクトルの残りの部分にスケジューリングさせることが
でき、該電力制限は、電力増幅器ヘッドルーム情報に関する。
【００１２】
　他の側面によれば、無線通信システムにおける装置は、少なくとも１つのモバイル機器
の第１のグループを、少なくとも一部を該第１のグループからの電力増幅器ヘッドルーム
情報に基づき、割り当てられたスペクトルの内部サブバンドにスケジューリングするプロ
セッサを含む。該プロセッサは、さらに、少なくとも１つのモバイル機器の次のグループ
を、少なくとも一部を該次のグループからの電力増幅器ヘッドルーム情報に基づき、前記
割り当てられたスペクトルの残りの部分にスケジューリングする。さらに、該プロセッサ
は、少なくとも一部を電力増幅器ヘッドルーム情報に基づき、複数のサブバンドを選択す
る。また、該装置は、該プロセッサに接続されるメモリを含むことがある。
【００１３】
　さらに他の側面によれば、ここには、電力増幅器バックオフを動的に調整することが容
易に行える方法が説明されている。該方法は、最大達成可能送信電力に対応する周期的な
電力増幅器ヘッドルーム量を送信することを含む。該方法は、また、１または複数の関心
点に対応する静的差分電力ヘッドルームを通知すること、及びサブバンド割当を受信する
こと、を含むことがある。
【００１４】
　他の側面は、無線通信装置に関する。該無線通信装置は、最大達成可能送信電力に対応
する周期的な電力増幅器ヘッドルーム量を送信し、１または複数の関心点に対応する静的
差分電力ヘッドルームを通知する、少なくとも１つのプロセッサを含む。該無線通信装置
は、さらに、該少なくとも１つのプロセッサに接続されるメモリを含むことがある。
【００１５】
　さらに他の側面は、スペクトルマスクマージンの非線形歪みを軽減する無線通信装置に
関する。該無線通信装置は、広帯域割当のための最大達成可能送信電力に対応する周期的
な電力増幅器ヘッドルーム量を送信する手段を含む。さらに該無線通信装置は、１または
複数の関心点に対応する静的差分電力ヘッドルームを通知する手段を含むことがある。
【００１６】
　さらに他の側面は、少なくとも１つのコンピュータに、最大達成可能送信電力に対応す
る周期的な電力増幅器ヘッドルーム量を送信させるコードを含むコンピュータ読み取り可
能な媒体を有するコンピュータプログラム製品に関する。該コードは、さらに、該少なく
とも１つのコンピュータに、１または複数の関心点に対応する静的差分電力ヘッドルーム
を通知させ、サブバンド割当を受信させることができる。
【００１７】
　他の側面によれば、装置は、広帯域割当のための最大達成可能送信電力に対応する周期
的な電力増幅器ヘッドルーム量を送信するプロセッサを含む無線通信システムに備えるこ
とができる。さらに、該プロセッサは、１または複数の関心点に対応する静的差分電力ヘ
ッドルームを通知するように構成されることがある。また、該装置は、該プロセッサに接
続されるメモリを含むことがある。
【００１８】
　上述の関連する目的を達成するために、１または複数の実施形態は、以下に充分に説明
されるとともに、特に特許請求の範囲に指摘されている特徴を含む。以下の記述及び添付
の図面は、１または複数の実施形態のある例示的な側面を詳細に説明する。これらの側面
は、指標となりえるが、種々の実施形態の原理が適用されることのある種々の手法のうち
のほんの数例にすぎず、説明された実施形態は、そのような全ての側面及びそれらと同等
なものを含む意図である。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
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【図１】動的な電力増幅器バックオフを容易にするシステムのブロック図。
【図２】サブバンドスケジューリングをサポートするチャネルツリー構造を示す図。
【図３】ここに説明される種々の側面に従った無線通信システムを示す図。
【図４】サブバンドスケジューリングに基づき、動的な電力増幅器バックオフを生じさせ
る無線通信システムの例を示す図。
【図５】ここに示す１または複数の側面に従った無線通信システムを示す図。
【図６】電力制限を考慮したサブバンドスケジューリングが容易に行える手順の例を示す
図。
【図７】サブバンドスケジューリングに基づき、電力増幅器バックオフを調整することが
容易に行える手順を示す図。
【図８】送信のためのスケジューリングされたサブバンド割当を得ることに関連して、逆
方向リンクでの情報伝送を容易にする手順の例を示す図。
【図９】電力増幅器バックオフ値の決定が容易に行えるモバイル機器の例を示す図。
【図１０】電力制限情報に基づくサブバンドスケジュールの生成が容易に行えるシステム
の例を示す図。
【図１１】ここに説明される種々のシステム及び方法に関連して適用することができる無
線ネットワーク環境の例を示す図。
【図１２】サブバンドスケジュールの生成を容易に行えるシステムの例を示す図。
【図１３】電力ヘッドルーム情報の送信が容易に行えるシステムの例を示す図。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　以下、図面を参照して、以下に種々の実施形態が説明され、図面中の同等の参照番号は
、同等の要素を参照するために用いられている。以下の説明において、説明の目的のため
に、１または複数の実施形態を充分理解できるように、多くの具体的な詳細が説明される
。しかし、そのような１または複数の実施形態は、これらの詳細なしに実施できることは
明らかであろう。他の事例において、１または複数の実施形態の説明を容易にするために
ブロック図の形で、周知の構成及び機器が示されている。
【００２１】
　この用途で用いられるように、“コンポーネント”“モジュール”“システム”などの
用語は、コンピュータ関連エンティティ、あるいは、ハードウェア、ファームウェア、ハ
ードウェア及びソフトウェアの組合せ、ソフトウェア、あるいは実行中のソフトウェアの
ことをいう意図である。例えば、コンポーネントは、これに限定するものではないが、プ
ロセッサ上で実行されているプロセス、プロセッサ、オブジェクト、実行ファイル、実行
ファイルのスレッド、プログラム、及びまたはコンピュータでもよい。説明のため、コン
ピュータデバイス上で実行されるアプリケーション及びコンピュータデバイスはコンポー
ネントである。１または複数のコンポーネントは、プロセス及びまたは実行ファイルのス
レッド内に存在することがあり、１つのコンポーネントは、１つのコンピュータに局在し
たり、２つまたはそれ以上のコンピュータに分散されたりすることがある。さらに、これ
らコンポーネントは、種々のデータ構造の記憶されている種々のコンピュータ読み取り可
能な媒体から実行されることがある。コンポーネントは、例えば、１または複数のデータ
パケット（例えば、ローカルシステム、分散システム、及びまたはインターネットのよう
なネットワークをまたがった他のシステム内のコンポーネントと信号によりやりとりする
他の１つのコンポーネントからのデータ）を有する信号に従って、ローカル及びまたはリ
モートプロセスにより通信することができる。
【００２２】
　さらに、ここには、モバイル機器に関連して、種々の実施形態が説明される。モバイル
機器は、システム、加入者ユニット、加入者局、モバイル局、モバイル、リモート局、リ
モート端末、アクセス端末、ユーザ端末、端末、無線通信機器、ユーザエージェント、ユ
ーザ機器、ユーザ装置（ＵＥ）とも呼ばれることがある。モバイル機器は、携帯電話、コ
ードレス電話、ＳＩＰ（Session Initiation Protocol）電話、無線ローカルループ（Ｗ
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ＬＬ）局、ＰＤＡ（Personal Digital Assistant）、無線接続機能を備えるハンドヘルド
機器、コンピュータ機器、あるいは無線モデムに接続される他のプロセッシング機器でも
よい。さらに、ここには種々の実施形態が基地局との関連で説明される。基地局は、１ま
たは複数のモバイル機器と通信するために用いられ、アクセスポイント、ノードＢ、ある
いは他の用語でも呼ばれることがある。
【００２３】
　さらに、ここに説明される種々の側面または特徴は、方法、装置、または標準的なプロ
グラミング及びまたはエンジニアリング技術を用いる製品として実装されることがある。
ここで用いられる用語“製品”は、任意のコンピュータ読み取り可能な機器、キャリア、
あるいは媒体からアクセス可能なコンピュータプログラムを包含する意図である。例えば
、コンピュータ読み取り可能な媒体は、これに限定するものではないが、磁気記憶装置（
例えばハードディスク、フロッピー（登録商標）ディスク、磁気ストライプなど）、光デ
ィスク（例えば、ＣＤ（Compact Disk）、ＤＶＤ（Digital Versatile Disk）など）、ス
マートカード、フラッシュメモリ装置（例えば、ＥＰＲＯＭ、カード、スティック、キー
ドライブなど）を含むことができる。さらに、ここに説明される種々の記憶媒体は、１ま
たは複数の機器、及びまたは情報を記憶するための他の機械読み取り可能な媒体を表す。
“機械読み取り可能な媒体”という用語は、これに限定するものではないが、１または複
数の命令及びまたはデータを記憶し、含み、及びまたは搬送することができる無線チャネ
ル及び種々の他のメディアを含むことができる。
【００２４】
　ここに説明される技術は、多重アクセス通信システム、放送システム、無線ローカルエ
リアネットワーク（ＷＬＡＮ）などのような種々の無線通信システムに用いることができ
る。“システム”及び“ネットワーク”という用語は、しばしば交換可能に使用される。
多重アクセスシステムは、ＣＤＭＡ（Code Division Multiple Access）、ＴＤＭＡ（Tim
e Division Multiple Access）、ＦＤＭＡ（Frequency Division Multiple Access）、Ｏ
ＦＤＭＡ（Orthogonal FDMA）、ＳＣ－ＦＤＭＡ（Single-Carrier FDMA）などのような多
重アクセススキームを用いることができる。多重アクセスシステムは、例えば、下りリン
クのための１または複数の多重アクセススキーム、及び上りリンクのための１または複数
の多重アクセススキームなど、複数の多重アクセススキームの組合せを用いることができ
る。
【００２５】
　ＯＦＤＭＡは、マルチキャリア多重化スキームであるＯＦＤＭ（Orthogonal Frequency
 Division Multiplexing）を用いる。ＳＣ－ＦＤＭＡは、ＬＦＤＭ（Localized Frequenc
y Division Multiplexing）、ＩＦＤＭ（Interleaved FDM）、ＥＦＤＭ（Enhanced FDM）
などを用いることができ、これらは、まとめてＳＣ－ＦＤＭ（Single-Carrier FDMA）と
呼ばれる、異なる単一キャリアの多重化スキームである。ＯＦＤＭ及びＳＣ－ＦＤＭは、
システム帯域を、複数（Ｋ）の直交サブキャリアに分割し、これらは通常、トーン、ビン
などと呼ばれる。各サブキャリアには、データが変調される。一般に、変調シンボルは、
ＯＦＤＭを用いて周波数領域で送信され、ＳＣ－ＦＤＭを用いて時間領域で送信される。
ＬＦＤＭは、連続する複数のサブキャリアでデータを送信し、ＩＦＤＭは、システム帯域
に分散されている複数のサブキャリアでデータを送信し、ＥＦＤＭは、連続する複数のサ
ブキャリアのグループでデータを送信する。
【００２６】
　ＯＦＤＭは、地上波通信システムで広くみられるマルチパスの影響に対処できる能力を
含む、特定の所望の特徴を有する。しかし、ＯＦＤＭの主な欠点は、ＯＦＤＭ波形におけ
る高いＰＡＰＲ（peak-to average power ratio）であり、これはすなわち、ＯＦＤＭ波
形におけるピーク電力と平均電力との比が高いということである。各サブキャリアに、そ
れぞれ独立にデータが変調されているとき、高いＰＡＰＲは、全サブキャリアの可能な同
相（あるいはコヒーレント）加算から得られる。ＯＦＤＭ波形における高いＰＡＰＲは好
ましくなく、パフォーマンスが劣化する。例えば、ＯＦＤＭの波形における高いピークは
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、電力増幅器に非線形領域で動作させたり、あるいはクリッピングが起きる可能性があり
、これにより、相互変調ひずみや、信号の質を劣化させる他の影響が引き起こされる。非
線形を避けるために、電力増幅器は、ピーク電力レベルよりも低い平均電力レベルのバッ
クオフで作動される。電力増幅器をピーク電力からのバックオフ（一例において、バック
オフは４から７ｄＢの範囲）で作動させることにより、電力増幅器は、必要以上の歪みを
生成することなく、波形の高いピークに対処することができる。
【００２７】
　ＳＣ－ＦＤＭ（例えばＬＦＤＭ）は、ＯＦＤＭと同様に、マルチパスの影響に対しロバ
ストな、ある所望の特性を有する。さらに、ＳＣ－ＦＤＭは、変調シンボルがＳＣ－ＦＤ
Ｍを用いて時間領域で送信されるため、高いＰＡＰＲを持たない。ＳＣ－ＦＤＭの波形の
ＰＡＰＲは、使用のために選択される信号コンステレーション（例えば、Ｍ－ＰＳＫ、Ｍ
－ＱＡＭなど）における信号点により決定される。しかし、ＳＣ－ＦＤＭにおける時間領
域変調シンボルは、フラットでない通信チャネルのために、シンボル間干渉が生じやすい
。シンボル間干渉の悪影響を軽減するために、受信シンボルには等化が行われる。
【００２８】
　一側面において、ＯＦＤＭ及びＳＣ－ＦＤＭ（例えばＬＦＤＭ）は、与えられたリンク
（例えば上りリンク）での送信に用いられる。一般に、ＯＦＤＭ波形のリンクの効率は、
ＳＣ－ＦＤＭ波形のリンクの効率よりも優れている。ＯＦＤＭのリンク効率が高いほど、
それを弱めるための、ＳＣ－ＦＤＭと比較したＯＦＤＭの電力増幅器バックオフは大きく
なる。ＳＣ－ＦＤＭは、従って、ＯＦＤＭよりもＰＡＰＲが劣る。高いＳＮＲ（signal-t
o-noise ratio）をもつＵＥにとって、ＯＦＤＭのリンクレベルゲインは、ＳＣ－ＦＤＭ
のＰＡＰＲよりも優れている。ＯＦＤＭとＳＣ－ＦＤＭの両方を用いることにより、シス
テムは、低いＳＮＲシナリオの場合にはＳＣ－ＦＤＭの優れたＰＡＰＲから利益を受ける
とともに、高いＳＮＲシナリオの場合にはＯＦＤＭの高いリンク効率からの利益を受ける
ことができる。
【００２９】
　一般に、どのＳＣ－ＦＤＭスキームもＯＦＤＭと一緒に使用される。さらに、ＯＦＤＭ
及びＳＣ－ＦＤＭは、連携して、上りリンクまたは下りリンク、または上り及び下りリン
クの両方に用いられることがある。明確にするために、以下の説明のほとんどは、上りリ
ンクでＯＦＤＭ及びＬＦＤＭを一緒に用いる場合である。
【００３０】
　ここで、図１を参照して、動的な電力増幅器バックオフを提供するシステム１００のブ
ロック図が説明される。システム１００は、少なくとも１つの基地局１０２と、基地局１
０２のセクタによりサポートされる少なくとも１つのモバイル機器１０４を含む。セクタ
という用語は、文脈に応じて、基地局及びまたは基地局によりカバーされるエリアを言う
ことがある。簡単のため、単一の基地局とモバイル機器とが示されている。しかし、シス
テム１００は、複数の基地局と複数のモバイル機器とを含むことができる。基地局１０２
は、モバイル機器１０４のサブバンドスケジューリングを明確に制御する。サブバンドス
ケジューリングは、特にチャネル状態に応じて、モバイル機器を、システム周波数帯域の
限られた領域に適応的にスケジューリングすることにより、複数ユーザダイバーシティゲ
インを可能にする。サブバンドサイズは、高速移動するモバイル機器でのパフォーマンス
の劣化と、サービススケジューリングのグレードと同等のセクタスループットの劣化とを
防ぐために充分な周波数ダイバーシティを与える。小さいサブバンドは、サブバンドスケ
ジューリングのトランキング効率の損失を招く（例えば、サブバンドが小さいほど、サブ
バンドごとに選択される候補モバイル機器の数が少なくなる）。いくつかの場合、スケジ
ューリングアルゴリズムは、ここに説明されるように、サブバンドベース（例えば１また
は複数のサブバンド単位）の割当をスケジューリングするが、割当は、以下に説明するよ
うに、１または複数のベースノードのような、別の単位毎であってもよい。
【００３１】
　手短に図２を説明すると、ここには、ローカルホッピングによるチャネルツリーの例が
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示されている。あるサブバンド内にスケジューリングされ、そのサブバンド全体よりも小
さい帯域割当をもつモバイル機器は、チャネル干渉ダイバーシティを最大にするために、
当該サブバンド内に局所的にホップされる。図２において、各ベースノードは、周波数が
隣接する多くのトーン（例えば、図示されているように１６）にマッピングされる。８つ
のベースノードの集まりは、１２８の隣接するトーンからなる１つのサブバンドにマッピ
ングされる。サブバンド内では、１グループが１６トーンからなる複数のグループ（例え
ば複数のベースノード）が疑似ランダム手法でホップされる。サブバンドスケジューリン
グモードの他に、ダイバーシティモードも有効である。セクタは、主に、高速移動するユ
ーザに役に立つ（例えばセクタが高速道路をカバーする）。このような場合、チャネルの
ベースノードは全帯域にわたりホップされる。
【００３２】
　図１に戻り、サブバンドスケジューリングをサポートするために、モバイル機器１０４
は、一例として、異なる複数のサブバンドに対する送信リンクチャネル特性についてのフ
ィードバックを、基地局１０２へ与える。フィードバックの量は、例えば、複数のフィー
ドバックチャネルにより生じる逆方向リンクに対するサブバンドスケジューリングにより
、送信リンクパフォーマンスにおけるゲインの均衡を保たせる。適切なトレードオフは、
サブバンドスケジューリングフィードバックの他に、他の逆方向リンク制御情報を運ぶ、
逆方向リンク制御チャネルの負荷に依存する。
【００３３】
　開示対象の一側面によれば、モバイル機器１０４は、電力制限情報を基地局１０２へ送
信する。基地局１０２は、受信された電力制限情報を適用して、モバイル機器１０４をサ
ブバンドへスケジューリングする。電力制限情報は、モバイル機器１０４の電力増幅器（
ＰＡ）サイズ及びまたは能力に関連する情報を含むことがある。さらに、電力制限情報は
、異なるタイプの割当に用いられる異なる電力レベルを含むことがある。例えば、モバイ
ル機器１０４は、サブバンド境界で用いることができる１または複数の異なる電力レベル
をもつとともに、内部サブバンドで用いることができる１または複数の電力レベルをもつ
ことがある。モバイル機器１０４は、その割当が、例えば、全帯域、内部サブバンド、及
びまたは単一ベースノードに及ぶ場合、それが達成可能な最大電力もまた通知することが
ある。さらに、該情報は、もしあれば、干渉制約の効果を運ぶこともできる。さらに、モ
バイル機器１０４により送信される電力制限情報は、モバイル機器１０４が被る搬送波対
干渉パラメータを含むことできる。図１は、モバイル機器１０４が電力制限情報を基地局
１０２へ送信することを示しているが、基地局１０２は、そのリンク及びモバイル機器１
０４との通信から、そのような情報を推定できることは理解できよう。例えば、モバイル
機器１０２は、受信電力レベルあるいは受信フィードバックを評価し、モバイル機器１０
４に課せられる任意の電力制約を推定する。
【００３４】
　基地局１０２は、電力制限情報を用いて、モバイル機器１０４を、システム１００で利
用可能なサブバンドにスケジューリングする。開示対象の一側面によれば、基地局１０２
は、電力の制限された複数のモバイル機器を、主に、内部サブバンドにスケジューリング
することができる。電力制限のないモバイル機器は、残りのスペクトルにスケジューリン
グすることができる。一例において、基地局１０２は、スケジュール情報をモバイル機器
１０４へ送信し、サブバンドがモバイル機器１０４で使用されることを知らせる。
【００３５】
　ここで、図３を参照し、無線通信システム３００が、ここで提示される種々の実施形態
に従って説明される。システム３００は、複数のアンテナグループを含むことができる基
地局３０２を含む。例えば、１つのアンテナグループはアンテナ３０４及び３０６を含む
ことができ、別のグループはアンテナ３０８及び３１０を含むことができ、さらなるグル
ープは、アンテナ３１２及び３１４を含むことができる。各グループには、２つのアンテ
ナが示されているが、各グループには、それより少ないまたは多い数のアンテナを用いる
こともできる。基地局３０２は、さらに、トランスミッタチェーン及びレシーバチェーン
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を含むことができ、そのそれぞれは、順に、信号送信及び受信に関連する複数のコンポー
ネント（例えば、プロセッサ、変調器、マルチプレクサ、復調器、デマルチプレクサ、ア
ンテナなど）を含むことがきることは当業者には理解できよう。
【００３６】
　基地局３０２は、モバイル機器３１６及びモバイル機器３２２のような、１または複数
のモバイル機器と通信できるが、基地局３０２はモバイル機器３１６及び３２２と類似す
る任意の数のモバイル機器と実質的に通信できることは理解できよう。モバイル機器３１
６及び３２２は、例えば、携帯電話、スマートフォン、ラップトップ、ハンドヘルド通信
機器、ハンドヘルドコンピュータ機器、衛星ラジオ、ＧＰＳ（global positioning syste
m）、ＰＤＡ、及びまたは、無線通信システム３００で通信するのに適した他の任意の機
器であってもよい。図示したように、モバイル機器３１６は、アンテナ３１２及び３１４
を用いて通信を行い、アンテナ３１２及び３１４は、送信リンク３１８を通じてモバイル
機器３１６へ情報を送信し、逆方向リンク３２０を通じてモバイル機器３１６から情報を
受信する。さらに、モバイル機器３２２は、アンテナ３０４及び３０６を用いて通信を行
い、アンテナ３０４及び３０６は、送信リンク３２４を通じてモバイル機器３２２へ情報
を送信し、逆方向リンク３２６を通じてモバイル機器３２２から情報を受信する。ＦＤＤ
（Frequency Division Duplex）システムの場合、例えば、送信リンク３１８は、逆方向
リンク３２０で用いられる周波数帯域とは異なる周波数帯域を用い、送信リンク３２４は
、逆方向リンク３２６で用いられる周波数帯域とは異なる周波数帯域を用いる。さらに、
ＴＤＤ（Time Division Duplex）システムの場合、送信リンク３１８及び逆方向リンク３
２０は共通の周波数帯域を用い、送信リンク３２４及び逆方向リンク３２６は共通の周波
数帯域を用いる。
【００３７】
　アンテナの各グループ、及びまたはそれらが通信するように定められているエリアは、
基地局３０２のセクタと呼ばれる。例えば、複数のアンテナグループは、基地局３０２に
よりカバーされるエリアのうちの１つのセクタに存在するモバイル機器と通信するように
設計されている。送信リンク３１８及び３２４を通じての通信において、基地局３０２の
通信アンテナはビームフォーミングを用いて、モバイル機器３１６及び３２２への送信リ
ンク３１８及び３２４の信号対雑音比を改善することができる。さらに、基地局３０２は
、ビームフォーミングを用いて、関連するカバレッジ内にランダムに散らばったモバイル
機器３１６及び３２２へ送信する間、隣接するセル内のモバイル機器が受ける干渉は、基
地局が１つのアンテナでこれら全てのモバイル機器へ送信する場合と比較すると、より少
なくなる。例によれば、システム３００は、多入力多出力（ＭＩＭＯ）通信システムでも
よい。さらに、システム３００は、ＦＤＤ、ＴＤＤ、などのような任意のタイプの双方向
通信技術を用いて、通信チャネルを分割することができる（例えば送信リンク、逆方向リ
ンク）。
【００３８】
　図４に変わり、ここには、電力制限への考慮に基づくサブバンドスケジューリングを可
能にする無線通信システム４００が説明されている。システム４００は、モバイル機器４
０４（及びまたは、図示されていないが、任意の数の別個のモバイル機器）と通信する基
地局４０２を含む。基地局４０２は、送信リンクチャネルを通じてモバイル機器４０４へ
情報を送信する。さらに、基地局４０２は逆方向リンクチャネルを通じてモバイル機器４
０４から情報を受信する。さらに、システム４００はＭＩＭＯシステムでもよい。
【００３９】
　システム４００は、スペクトルマスクマージンにおける非線形歪みの影響を低減する緩
和技術を用いる。非線形歪みは、例えば、電子機器の入力と出力との間の非線形な関係を
示す減少である。一側面によれば、危惧される非線形な関係は電力増幅器に関する。
【００４０】
　モバイル機器４０４は、電力制限インジケータ４１０、バックオフ評価器412及び電力
増幅器４１４を含む。モバイル機器４０４の電力制限インジケータ４１０は、モバイル機
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電力制限指示を基地局４０２へ送信する。基地局４０２は、そのような情報を、そのリン
ク及びモバイル機器４０４との通信からも推定できることは言うまでもない。例えば、基
地局４０２は、受信電力レベルまたは受信フィードバックを評価して、モバイル機器４０
４に課せられる電力制約を決定する。電力制限指示は、電力増幅器サイズまたはモバイル
機器４０４の能力に関連する情報を含むことができる。さらに、電力制限インジケータ４
０４は、もしあれば干渉制約の効果を通知することができる。さらに、電力制限情報は、
あるセクタまたはセル内での位置、及びまたは複数のセクタまたはセルに関連する位置情
報を含むことができる。さらに、モバイル機器４０４により送信される電力制限情報は、
モバイル機器４０４が受ける搬送波対干渉パラメータを含むことができる。
【００４１】
　基地局４０２は、モバイル機器４０４から電力制限指示を受信し、この指示を用いて、
サブバンドスケジューリングを決定する。基地局４０２は、サブバンドセレクタ４０６と
サブバンドスケジューラ４０８を含む。サブバンドセレクタ４０６は、モバイル機器４０
４の電力制限指示の考慮と、全サブバンドにわたるチャネル選択制とに基づきサブバンド
を決定する。サブバンドスケジューラ４０８は、基地局４０２により統率されるモバイル
機器４０４及び他のモバイル機器をスケジューリングする。開示対象の一側面によれば、
サブバンドスケジューラ４０８は、電力制限をもつモバイル機器を主に内部サブバンドに
スケジューリングできる。例えば、セクタまたはセルの境界にいる、電力増幅器サイズの
制限された、高いサービス品質（Quality of Service : QoS）のユーザは、内部サブバン
ドにスケジューリングされる。セクタまたはセルの境界にいる、干渉制御に制約されない
（例えば、ユーザの送信電力が隣接のセクタからのビジービットにより制限されない）ベ
ストエフォートユーザは、スペクトル割当の内部サブバンドにスケジューリングされる。
さらに、サブバンドスケジューラ４０８は、電力制限のないモバイル機器を残りのスペク
トルにスケジューリングできる。例えば、セクタまたはセルの境界にいる、干渉制御に制
約される（例えば、ユーザの送信電力が隣接のセクタからのビジービットにより制限され
る）ベストエフォートユーザは、電力が制限されるユーザをスケジューリングした後のス
ペクトルの残りの部分にスケジューリングされる。さらに、電力増幅器サイズの大きいユ
ーザは、搬送波対干渉（carrier-to-interference:Ｃ／Ｉ）比の高いユーザと同様、割り
当てられたスペクトルの残りの部分にスケジューリングされる。高いＣ／Ｉ比のユーザは
、一例において、割り当てられたスペクトルの中心領域にスケジューリングされた結果Ｃ
／Ｉがさらに増えることにより受ける利益は、ほんのわずかである。
【００４２】
　内部サブバンドは、スペクトル割当または全帯域の境界から離れている。帯域外放射は
、変調プロセスに起因する、割り当てられた帯域から直ぐ外及びまたは少し遠くにある１
周波数または複数の周波数での放射である。帯域外放射レベルは、割当が及ぶ全帯域と、
この割当範囲のスペクトル割当またはシステムの最大帯域の境界への近さとに依存する。
一般に、割当範囲が広いほど（例えば、大きい割当）、帯域外放射レベルは高くなる。さ
らに、境界から遠くにある割当ほど、帯域外放射レベルは低くなる。帯域外放射レベルは
、チャネル割当に隣接する１ＭＨｚの間の総電力の関数として測定できる。例によれば、
１ＭＨｚ間の積分された総送信電力は、－１３ｄＢを越えてはいけない。さらに、一般的
な平均送信電力２３ｄＢｍの場合、スペクトルマスクは、１ＭＨｚで約３０ｄＢ減衰が必
要である。
【００４３】
　スペクトルマスクマージンは、許容放射レベルと実際の放射レベルとの差として定義さ
れる。スペクトルマスクマージンＬmaskは次のように与えられる。
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【数１】

【００４４】
この説明に従うと、Ｐmaskは、マスク限界である。一例によれば、Ｐmaskは、－１３ｄＢ
を越えてはいけない。ＰTXは、総送信電力を表す。
【数２】

【００４５】
は、電力増幅器出力での電力スペクトル密度を表し、例えば、
【数３】

【００４６】
という量は、周波数帯域内で積分された電力を表す。

【数４】

【００４７】
という量は、チャネル割当に隣接する１ＭＨｚ間の電力である。例えば、正の値は、許容
レベルと実際の放射レベルとの間のマージンを示す。負の値は、許容放射レベルを越えて
いることを示す。
【００４８】
　モバイル機器４０４が大きいバックオフを用いているか、あるいは割当が小さい場合に
は、モバイル機器４０４は、ＯＦＤＭＡ及びＬＦＤＭＡシステムにおけるサブバンド境界
では、適切なマージンをもつ。モバイル機器４０４が小さいバックオフを用いる状況下で
は、ＯＦＤＭＡ機器は、中位または大きい割当で、負のマージンとなるが、ＬＦＤＭＡユ
ーザは、中くらいの割当で、小さい正のマージンとなる。サブバンドの中央または内部に
スケジューリングされたユーザの場合、ユーザは、ＯＦＤＭＡシステム及びＬＦＤＭＡシ
ステムの両方とも、低いバックオフで、正のマージンとなる。ユーザをサブバンドの中央
にスケジューリングすることにより、ＯＦＤＭＡ及びＬＦＤＭＡは、０ｄＢバックオフに
おいても充分なスペクトルマスクをもち、両者は、そのような低いバックオフにおいても
動作可能であることを示す。従って、ユーザがスペクトル割当の境界から離れたところに
スケジューリングされたとき、ＯＦＤＭＡのＰＡＰＲの欠点は、ＬＦＤＭＡと比較しても
、その電力効率に影響を与えることはない。
【００４９】
　基地局４０２は、割当とスケジューリング情報とをモバイル機器４０４へ送信すること
ができる。モバイル機器４０４は、このスケジューリング情報に基づき電力増幅器４１４
でのバックオフを決定するバックオフ評価器４１２を含む。モバイル機器４０４により受
信されたスケジューリング情報が、サブバンドの境界で中位のまたは大きい割当がスケジ
ューリングされたことを示す場合、バックオフ評価器４１２は、大きいバックオフを決定
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することができる。一般に、ＯＦＤＭシステムとＬＦＤＭＡシステムとでスペクトルマス
クに同様なマージンを維持するためには、このバックオフは、ＯＦＤＭシステムではＬＦ
ＤＭＡシステムよりも約２ｄＢ大きい。しかし、サブバンドスケジューラ４０８が、モバ
イル機器がサブバンドの中央または内部にスケジューリングされたことを示す場合には、
バックオフ評価器４１２は、例えば、スペクトルマスクへの適切なマークを維持するため
に充分な小さいバックオフを決定する。一側面によれば、バックオフ評価器４１２は、電
力増幅器４１４を調整して、モバイル機器４０４が内部サブバンドにスケジューリングさ
れたとき、より小さいバックオフ（例えば、より大きい送信電力）を使用する。サブバン
ド境界にスケジューリングされたとき、電力増幅器４１４は、より大きいバックオフ（例
えば、小さい送信電力）で動作する。さらに、割当の幅も考慮される。例えば、モバイル
機器４０４が１６の隣接キャリア（例えば、１ベースノード）だけにスケジューリングさ
れたとき、一例では、割当は隣接し、その範囲は全帯域の狭い部分であるから、帯域外放
射は低くなる。このような状況下において、小さいバックオフと大きい送信電力が許容さ
れる。
【００５０】
　一例において、電力制限インジケータ４１０は、モバイル機器４０４に対し、電力増幅
器ヘッドルーム情報を含む及びまたは決定する。電力増幅器ヘッドルーム情報は、一例で
は、モバイル機器４０４の達成可能な送信及びまたは受信の最大電力に関連する。この情
報は、電力増幅器ヘッドルーム情報を計算するために、基地局４０２へ送信され、例えば
、電力増幅器ヘッドルーム情報は、モバイル機器４０４の達成可能な最大送信電力に対応
する基地局４０２の達成可能な最大受信電力に関連する。これは、関心ある任意の点また
は可能性のある広帯域割当、例えば、（例えば、図２を参照して説明したように）サブバ
ンドの境界、内部サブバンド、及びまたは単一ベースノードに対して計算される。一例に
よれば、該情報は、逆方向リンクチャネル割当及びまたはこれに類似するものの間に、モ
バイル機器４０４から基地局４０２へ、周期的に、帯域外通知（例えば、制御専用チャネ
ルで）及びまたは帯域内通知（例えば、メディアアクセスコントロール（ＭＡＣ）ヘッダ
内のように、データケットの一部として）により送信される。この情報は、一例において
、実際の広帯域割当のためのものであることがある。さらに、モバイル機器４０４は、
先に挙げたように可能性のある複数の広帯域割当及びまたは関心のある複数の点に対応す
る静的差分電力ヘッドルーム情報を通知する。この情報は、時間経過に比較的静的である
ことは理解できよう。基地局４０２は、これに関し、広帯域割当または関心ある点のタイ
プに関連する電力ヘッドルーム情報を、対応する静的差分電力ヘッドルーム情報と対応す
る周期的に通知される実際の広帯域割当の電力ヘッドルームとを加算することにより、計
算することができる。サブバンドは、例えば、この情報の少なくとも一部に基づき、サブ
バンドセレクタ４０６により選択され、及びまたは、サブバンドスケジューラ４０８によ
りスケジューリングされる。
【００５１】
　ここで、図５を参照し、ここに提示される種々の側面に従った無線通信システム５００
が説明される。システム５００は、１または複数のアクセスポイント５０２を含み、これ
らは、互いに及びまたは１または複数の端末４０４と、無線通信信号を受信、送信、リピ
ートする。各基地局５０２は、例えば、１つの送信及び受信アンテナに１つの複数のトラ
ンスミッタチェーンと複数のレシーバチェーンを含み、そのそれぞれは、信号送信及び受
信に関連する複数のコンポーネント（例えば、プロセッサ、変調器、マルチプレクサ、復
調器、デマルチプレクサ、アンテナなど）を順に含む。端末５０４は、例えば、携帯電話
、スマートフォン、ラップトップ、ハンドヘルド通信機器、ハンドヘルド計算機器、衛星
ラジオ、ＧＰＳ（global positioning system）、ＰＤＡ、及びまたは、無線通信システ
ム５００で通信するのに適した任意の機器であってもよい。さらに、各端末５０４は、Ｍ
ＩＭＯ（Multiple Input Multiple Output）システムデ用いられるような、１または複数
のトランスミッタチェーンと、レシーバチェーンとを含む。各トランスミッタ及びレシー
バチェーンは、信号送信及び受信に関連する複数のコンポーネント（例えば、プロセッサ
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、変調器、マルチプレクサ、復調器、デマルチプレクサ、アンテナなど）を含むことは、
当業者には理解できよう。
【００５２】
　図５に説明したように、各アクセスポイントは、特定の地理的エリア５０６に通信カバ
レッジを提供する。“セル”という用語は、文脈に応じて、アクセスポイント及びまたは
そのカバレッジエリアをいう。システム容量を向上させるために、アクセスポイントカバ
レッジエリアは、複数の小さいエリアに分割される（例えば、３つの小さいエリア５０８
Ａ、５０８Ｂ及び５０８Ｃ）。各小さいエリアには、それぞれのベーストランシーバサブ
システム（ＢＴＳ）がある。“セクタ”という用語は、文脈に応じて、ＢＴＳ及びまたは
そのカバレッジエリアをいう。セクタ化されたセルの場合、セルの全てのセクタに対する
ベーストランシーバサブシステムは、一般に、セルのアクセスポイント内に同一場所に配
置される。
【００５３】
　端末５０４は、システム５００内に分散されている。各端末５０４は、固定または可動
性のものである。各端末５０４は、いつでも送信及び逆方向リンクで、１または複数のア
クセスポイント５０２と通信することができる。
【００５４】
　中央集中型アーキテクチャの場合、システムコントローラ５１０は、複数のアクセスポ
イント５０２と接続し、複数のアクセスポイント５０２の協調及び制御を提供する。分散
型アーキテクチャの場合、アクセスポイント５０２は、必要に応じて、互いに通信を行う
。システムコントローラ５１０などを介した複数のアクセスポイント間の通信は、バック
ホールシグナリングという。
【００５５】
　ここに説明される技術は、セクタ化されていないセルをもつシステムと同様、セクタ化
されたセルをもつシステム５００にも使用することができる。明確のため、以下に示す説
明は、セクタ化されたセルをもつシステムの場合である。“アクセスポイント”という用
語は、一般に、セクタを受け持つ固定局ともセルを受け持つ固定局とも呼ばれる。“端末
”及び“ユーザ”という用語は、相互に交換可能に使用することができ、“セクタ”及び
“アクセスポイント”という用語もまた、相互に交換可能に使用することができる。サー
ビングアクセスポイント／セクタは、端末が通信を行うアクセスポイント／セクタである
。ネイバーアクセスポイント／セクタは、端末が通信を行っていないアクセスポイント／
セクタである。
【００５６】
　図６－８を参照して、ブロードキャストされる干渉情報を基に逆方向リンク電力調整に
関する手順が説明される。説明の簡単のために、手順は、一連の動作として示され、また
、説明されているが、手順は、ここに示されまた説明されたものから、１または複数の実
施形態に従って、いくつかの動作は、異なる順序で、及びまたは他の動作と同時に起こり
得るように、この動作の順序に限定するものではないことは理解できよう。例えば、手順
は、この代わりに、状態図のように、一連の相互に関連する複数の状態または複数のイベ
ントとして表すことができることは、当業者には理解できよう。さらに、１または複数の
実施形態によれば、手順を実装するために、図示された全ての動作が必要となるわけでは
ない。
【００５７】
　図６に変わり、無線通信システムにおける電力制限インジケータの考慮に基づく、サブ
バンドへのモバイル機器のスケジューリングを容易にする手順６００が説明されている。
参照番号６０２では、電力制限インジケータが受信される。電力制限インジケータは、特
に、電力増幅器サイズまたは能力、干渉制約の存在、もしあれば、任意のセクタまたはセ
ル内での位置、及びまたは１より多い数のセクタまたはセルに関連する位置情報、及びモ
バイル機器で受ける搬送波対干渉パラメータを含むことができる。参照番号６０４では、
サブバンドが選択される。選択は、モバイル機器の電力制限、サブバンド全域のチャネル
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選択性などのうちの少なくとも1つに基づく。例えば、電力制限されたユーザは内部サブ
バンドにスケジューリングされるが、電力制限のないモバイル機器はスペクトル割当の残
りの部分にスケジューリングされる。
【００５８】
　図７に変わり、電力制限とサブバンドスケジューリング情報の考慮に基づく電力増幅器
バックオフの調整を容易にする手順７００が説明される。参照番号７０２では、例えば、
基地局またはアクセスポイントへ、電力制限インジケータが送信される。電力制限インジ
ケータには、特に、電力増幅器サイズまたは能力、干渉制約の存在、もしあれば任意のセ
クタまたはセル内の位置、及びまたは1より多い数のセクタまたはセルに関する位置情報
、モバイル機器またはアクセス端末が受ける搬送波対干渉パラメータを含むことができる
。参照番号７０４では、サブバンドスケジューリング情報が受信される。サブバンドスケ
ジューリング情報は、使用される割り当てられたスペクトル内のサブバンドを含む。例え
ば、スケジューリング情報は、内部サブバンドが使用されていることを示すことができる
。参照番号７０６では、電力増幅器に適用される電力増幅器バックオフを評価するために
、スケジューリング情報が用いられる。例えば、スケジューリング情報が内部サブバンド
の使用を示す場合、小さいバックオフを決定することができる。逆に、外情報がサブバン
ド境界が使用されることを示す場合、適切なスペクトルマスクマージンを維持できるよう
な大きいバックオフを決定することができる。
【００５９】
　図８を参照して、送信のためにスケジューリングされたサブバンド割当の得ることに関
連して、上りリンクでの情報シグナリングを容易にする手順８００が説明される。８０２
では、電力制限を含む情報が、逆方向リンクを通じて、基地局へ信号送信される。例によ
れば、該情報は、リクエストの一部として送信されることがあるが、クレームされた主題
は、これに限定するものではない。８０４では、サブバンド割当が基地局から得ることが
でき、このサブバンド割当は、少なくとも一部を信号送信された情報に基づき生成するこ
とができる。例えば、信号送信された情報は、基地局で用いられて、ユーザが情報シグナ
リングするための１または複数のスペクトルマスクマージンを決定する。さらに、基地局
は、サブバンド割当を得ることに関連して、そのようなマージンを考慮することができる
。８０６では、トラフィックが、このサブバンド割当を用いることにより、逆方向リンク
で送信される。従って、逆方向リンク送信は、例えばサブバンド割当に定められている周
波数、時間、レートなどで行うことができる。
【００６０】
　ここに説明された１または複数の側面に従って、電力制限を決定すること、どのユーザ
を内部バンドにスケジューリングするかを決定すること、適切な電力増幅器バックオフを
決定すること、などに関して推定することができる。ここで用いられているように、“推
定する（infer）”あるいは“推定（inference）”という用語は、一般に、イベント及び
またはデータを介して取得される観測結果の集合から、システムの状態、環境、及びまた
はユーザを推定するプロセスのことをいう。推定は、ある特定のコンテクストまたは動作
を特定するために用いられ、あるいは、例えば、複数の状態の確率分布を生成することが
できる。推定は、確率的であり、すなわち、データ及びイベントの考慮に基づく、興味あ
る複数の状態についての確率分布の計算である。推定は、イベント及びまたはデータの集
合から、より高いレベルのイベントを作成するために用いられる技術をいうことがある。
そのような推定は、観測された複数のイベント及びまたは記憶された複数のイベントデー
タの集合、該複数のイベントが時間的に非常に近く相関するかどうか、及び該複数のイベ
ント及びデータが１または複数のイベント及びデータソースから発生するかどうか、から
、新たなイベントあるいはアクションを作成する。
【００６１】
　一例によれば、上記に挙げた１または複数の方法は、少なくとも一部を電力制限情報の
考慮に基づき、割り当てられたスペクトルの複数のサブバンドに、複数のモバイル機器を
スケジューリングすることに関連する推定を行うことを含むことができる。さらなる説明
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として、推定は、サブバンドスケジュールの考慮に基づき電力増幅器のバックオフを決定
することに関して行うことができる。前述の例は、本質は説明のためのものであり、行わ
れる推定の数、あるいは、ここで説明される種々の実施形態及びまたは方法とともに行わ
れるそのような推定のやり方を限定する意図はないことは理解できよう。
【００６２】
　図９は、ブロードキャストされた干渉情報の考慮に基づき、逆方向リンク電力の調節を
容易にするモバイル機器９００の図である。モバイル機器９００は、レシーバ９０２を含
み、レシーバ９０２は、例えば受信アンテナ（図示せず）から信号を受信し、この受信信
号に対し、典型的な処理を実行し（例えば、フィルタリング、増幅、ダウンコンバートす
る、など）、調整済みの信号をデジタル化して、複数のサンプルを得る。レシーバ９０２
は、例えば、ＭＭＳＥレシーバでもよく、受信シンボルを復調した後、それらをチャネル
推定のためにプロセッサ９０６へ与えることができる。プロセッサ９０６は、レシーバ９
０２で受信された情報を分析し、及びまたはトランスミッタ９１６による送信のための情
報を生成するための専用のプロセッサ、モバイル機器９００の１または複数のコンポーネ
ントを制御するプロセッサ、及びまたはレシーバ９０２で受信された情報を分析したり、
トランスミッタ９１６による送信のための情報を生成したり、モバイル機器９００の１ま
たは複数のコンポーネントを制御したりするプロセッサでもよい。
【００６３】
　モバイル機器９００は、さらに、プロセッサ９０６と動作可能なように接続されるメモ
リ９０６を含み、メモリ９０６は、送信すべきデータ、受信データ、利用可能なチャネル
に関する情報、分析された信号及びまたは干渉強度に関連するデータ、割り当てられたチ
ャネルに関連する情報、電力、レートなど、及びチャネルの推定及び該チャネルを通じて
の通信のために適した他の情報を記憶することができる。メモリ９０８は、さらに、チャ
ネルの推定及びまたは使用に関連するプロトコル及びまたはアルゴリズムを記憶すること
ができる（例えば、パフォーマンスベース、キャパシティベースなど）。
【００６４】
　ここに説明されるデータ記憶（例えば、メモリ９０８）は、揮発性メモリまたは不揮発
性メモリでもよく、または、揮発性及び不揮発性メモリを含むことは理解できよう。説明
のために、これに限定するものではないが、不揮発性メモリは、リードオンリメモリ（Ｒ
ＯＭ）、プログラマブルＲＯＭ（ＰＲＯＭ）、電気的にプログラム可能なＲＯＭ（ＥＰＲ
ＯＭ）、電気的に消去可能なＰＲＯＭ（ＥＥＰＲＯＭ）、またはフラッシュメモリを含む
ことができる。揮発性メモリは、外部キャッシュメモリとして動作するランダムアクセス
メモリ（ＲＡＭ）を含むことができる。説明のために、しかし、これに限定するものでは
ないが、ＲＡＭは、シンクロナスＲＡＭ（ＳＲＡＭ）、ダイナミックＲＡＭ（ＤＲＡＭ）
、シンクロナスＤＲＡＭ（ＳＤＲＡＭ）、ダブルデータレートＳＤＲＡＭ（ＤＤＲ ＳＤ
ＲＡＭ）、拡張（enhanced）ＳＤＲＡＭ（ＥＳＤＲＡＭ）、ＳＬＤＲＡＭ（Synchlink DR
AM）、ＤＲＲＡＭ（direct Rambus RAM）のような多くの形で利用可能である。対象シス
テム及び方法のメモリ９０８は、これに限定することなく、これらのメモリや、他の適切
なタイプのメモリを含むことを意図している。
【００６５】
　プロセッサ９０６は、さらに、モバイル機器９００に対する電力制限を決定する電力制
限インジケータ９１０に動作可能に接続する。電力制限は、電力増幅器サイズまたはモバ
イル機器９００の能力に関する情報を含む。さらに、インジケータは、もしあれば、干渉
制約の効果も伝えることができる。さらに、電力制限情報は、任意のセクタまたはセル内
での位置、及びまたは１または複数のセクタまたはセルに関する位置情報を含むことがあ
る。さらに、モバイル機器９０２により送信される電力制限情報は、モバイル機器９０２
で受けた搬送波対干渉パラメータを含むことがある。電力制限インジケータ９１０は、電
力制限を、トランスミッタ９１６を通じて、基地局またはアクセスポイントへ送信する。
さらに、レシーバ９０２は、バックオフ評価器に接続され、バックオフ評価器は、基地局
またはアクセスポイントから受信されたサブバンドスケジューリング情報を用いて、モバ
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イル機器９００の電力増幅器に対する適切なバックオフを決定する。モバイル機器９００
は、さらに、例えば基地局や他のモバイル機器へ信号（例えば電力制限インジケータ）を
送信する変調器９１４及びトランスミッタ９１６を含む。プロセッサ９０６とは分離され
て図示されているが、電力制限インジケータ９１０、バックオフ評価器９１２及びまたは
変調器９１４は、プロセッサ９０６または多くのプロセッサ（図示せず）の一部であって
もよい。
【００６６】
　図１０は、ＰＧＲＣスキームを実装するＭＩＭＯシステムにおいて、送信リンク送信の
制御に必要なフィードバックの量を低減することが容易に行えるシステム１０００の図で
ある。システム１０００は、複数の受信アンテナ１００６を介して、１または複数のモバ
イル機器１００４から信号を受信するレシーバ１０１０と、送信アンテナ１００８を介し
て、１又は複数のモバイル機器１００４へ送信するトランスミッタ１０２０とをもつ、基
地局１００２（例えばアクセスポイント）を含む。レシーバ１０１０は、受信アンテナ１
００６から情報を受信することができ、受信された情報を復調する復調器１０１２と動作
可能に関連付けられている。復調されたシンボルは、図９に関連して上記に説明されたプ
ロセッサと同様なプロセッサ１０１４により分析され、プロセッサ１０１４は、メモリ１
０１６に接続し、メモリ１０１６は、信号（例えばパイロット）強度及びまたは干渉強度
、送信すべきデータまたは１または複数のモバイル機器１００４（または（図示されてい
ない）異なる基地局）から受信されたデータ、及びまたは、ここに説明される種々の処理
及び機能の実行に関連する適切な他の情報を記憶する。プロセッサ１０１４は、さらに、
サブバンドを選択するサブバンドセレクタ１０１８に接続される。サブバンドセレクタ１
０１８は、モバイル機器の電力制限指示と複数のサブバンド全体にわたるチャネル選択制
と考慮に基づき、サブバンドを選択する。
【００６７】
　サブバンドセレクタ１０１８は、サブバンドスケジューラ１０２０に接続される。サブ
バンドスケジューラ１０２０は、モバイル機器１００４から受信される電力制限情報の考
慮に基づき、モバイル機器１００４をスケジューリングする。例えば、電力制限のあるモ
バイル機器は、内部サブバンドにスケジューリングされ、電力制限のないモバイル機器は
、割り当てられたスペクトルの残りの部分にスケジューリングされる。変調器１０２２は
、トランスミッタ１０２４によりアンテナ１００８を通じて１または複数のモバイル機器
１００４へ送信するために制御情報を多重化できる。モバイル機器１００４は、図９を参
照して説明したモバイル機器９００と同様でもよく、サブバンドスケジュールを用いて、
電力増幅器バックオフを調整する。他の機能が、開示対象に従って用いることができるこ
とは言うまでもない。プロセッサ１０１４とは分離して図示されているが、サブバンドセ
レクタ１０１８、サブバンドスケジューラ１０２０、及びまたは変調器１０２２は、プロ
セッサ１０１４または多くのプロセッサ（図示せず）の一部であってもよい。
【００６８】
　図１１は、無線通信システム１１００の例を示している。無線通信システム１１００は
、１つの基地局１１１０と、簡単のために１つのモバイル機器１１５０とが描かれている
。しかし、システム１１００は、複数の基地局及びまたは複数のモバイル機器を含むこと
ができ、追加の基地局及びまたはモバイル機器は、以下に説明される基地局１１１０及び
モバイル機器１１５０の例とは実質的に同様または異なるものであってもよい。さらに、
基地局１１１０及びまたはモバイル機器１１５０は、ここに説明されるシステム（図１、
３－５、及び９－１０）及びまたは方法（図６－８）を用いて、これらの間の無線通信を
容易にすることができる。
【００６９】
　基地局１１１０では、多くのデータストリームについてのトラフィックデータが、デー
タソース１１１２から送信（ＴＸ）データプロセッサ１１１４へ与えられる。一例によれ
ば、各データストリームは、それぞれのアンテナで送信される。ＴＸデータプロセッサ１
１１４は、トラフィックデータストリームを、該データストリームに対し選択された特定
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の符号化スキームに基づき、形式合わせ、符号化、及びインターリービングを行い、符号
化データを得る。
【００７０】
　各データストリームの符号化データは、ＯＦＤＭ（Orthogonal Frequency Division Mu
ltiplexing）技術を用いて、パイロットデータと多重化され得る。さらに、あるいは、こ
れに代わり、パイロットシンボルは、周波数分割多重（ＦＤＭ：Frequency Division Mul
tiplexing）化されるか、または時分割多重（ＴＤＭ：Time Division Multiplexing）化
されるか、符号分割多重（ＣＤＭ：Code Division Multiplexing）化されてもよい。パイ
ロットデータは、一般に、既知の方法で処理され、モバイル機器１１５０でチャネル応答
を推定するために用いることができる既知データパターンである。各データストリームの
多重化されたパイロット及び符号化データは、当該データストリームのために選択された
特定の変調スキーム（例えばＢＰＳＫ（binary phase-shift keying）、ＱＰＳＫ（quadr
ature phase-shift keying）、Ｍ－ＰＳＫ（M-phase-shift keying）Ｍ－ＱＡＭ（M-quad
rature amplitude modulation）など）に基づき、変調され（例えばシンボルマッピング
され）、変調シンボルを得る。各データストリームに対するデータレート、符号化、変調
は、プロセッサ１１３０により実行され、または与えられる命令により決定することがで
きる。
【００７１】
　各データストリームの変調シンボルは、ＴＸＭＩＭＯプロセッサ１１２０へ与えられて
、ここで変調シンボルが（例えばＯＦＤＭのために）さらに処理され得る。ＴＸＭＩＭＯ
プロセッサ１１２０は、その後、ＮTの変調シンボルストリームを、ＮT個のトランシーバ
（ＴＭＴＲ／ＲＣＶＲ）１１２２ａ～１１２２ｔへ与えることができる。種々の実施形態
において、ＴＸＭＩＭＯプロセッサ１１２０は、データストリームのシンボルに対し、及
び当該シンボルが送信されるアンテナに対し、ビームフォーミング重みを適用する。
【００７２】
　各トランシーバ１０２２は、それぞれのシンボルストリームを受信して処理し、１また
は複数のアナログ信号を得、さらに、該アナログ信号を調整し（例えば、増幅、フィルタ
リング、増幅、アップコンバートする）、ＭＩＭＯチャネルを通じて送信するのに適した
変調信号を得る。さらに、トランシーバ（ＴＭＴＲ／ＲＣＶＲ）１１２２ａ～１１２２ｔ
からのＮT個の変調信号は、ＮT個のアンテナ１０２４ａ～１０２４ｔから送信される。
【００７３】
　モバイル機器１１５０では、送信された変調信号は、ＮR個のアンテナ１１５２ａ～１
１５２ｒにより受信され、各アンテナ１１５２で受信された信号は、それぞれのトランシ
ーバ（ＴＭＴＲ／ＲＣＶＲ）１１５４ａ～１１５４ｒへ与えられる。各トランシーバ１１
５４は、それぞれの信号を調整し（例えば、フィルタリング、増幅、ダウンコンバートす
る）、調整済みの信号をデジタル化して、複数のサンプルを得、さらに、これらサンプル
を処理して、対応する“受信”シンボルストリームを与える。
【００７４】
　ＲＸデータプロセッサ１１６０は、特定のレシーバ処理技術に基づき、ＮR個のトラン
シーバ１１５４からのＮR個の受信シンボルストリームを受信及び処理し、ＮT個の“検出
された”シンボルストリームを与える。ＲＸデータプロセッサ１１６０は、各検出された
シンボルストリームに対し、復調、デインターリービング、及び復号を施し、当該データ
ストリームについてトラフィックデータを再生する。ＲＸデータプロセッサ１１６０によ
る処理は、基地局１１１０でのＴＸＭＩＭＯプロセッサ１０２０及びＴＸデータプロセッ
サ１１１４により実行される処理を補完する。
【００７５】
　プロセッサ１１７０は、周期的に、上述したように、どのプレコーディング行列を用い
るかを決定する。さらに、プロセッサ１１７０は、行列インデックス部分と、ランク値部
分とを含む逆方向リンクメッセージを形成することができる。
【００７６】
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　逆方向リンクメッセージは、通信リンク及びまたは受信データストリームに関する種々
のタイプの情報を含むことができる。逆方向リンク情報は、データソース１１３６から多
くのデータストリームについてのトラフィックデータも受信するＴＸデータプロセッサ１
１３８により処理され、変調器１１８０により変調され、トランシーバ１１５４ａ～１１
５４ｒにより調整され、さらに、基地局１１１０へ返送される。
【００７７】
　基地局１１１０では、モバイル機器１１５０からの変調信号が、アンテナ１１２４によ
り受信され、トランシーバ１１２２により調整され、復調器１１４０により復調され、さ
らに、ＲＸデータプロセッサ１１４２により処理されて、モバイル機器１１５０により送
信された逆方向リンクメッセージを抽出する。さらに、プロセッサ１１３０は、抽出され
たメッセージを処理して、どのプレコーディング行列をビームフォーミング重みを決定す
るために用いるかを決定する。
【００７８】
　プロセッサ１１３０及び１１７０は、それぞれ、基地局１１１０及びモバイル機器１１
５０での（例えば制御、調整、管理）動作を指示することができる。プロセッサ１１３０
及び１１７０は、それぞれ、プログラムコード及びデータを記憶するメモリ１１３２及び
１１７２に関連付けられている。プロセッサ１１３０及び１１７０は、上りリンク及び下
りリンクのそれぞれに対し、周波数及びインパルス応答推定を導出するための計算も実行
することができる。
【００７９】
　ここに説明された実施形態は、ハードウェア、ソフトウェア、ミドルウェア、マイクロ
コード、あるいはこれらの任意の組合せにより実装することができることは言うまでもな
い。ハードウェアで実装する場合、複数の処理ユニットは、特定用途向け集積回路（ＡＳ
ＩＣ）、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、デジタル信号処理デバイス（ＤＳＰＤ）、
ＰＬＤ（programmable logic device）、ＦＰＧＡ（field programmable gate array）、
プロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、マイクロプロセッサ、ここに説明さ
れた機能を実行するために設計された他の電子ユニット、あるいは、これらの任意の組合
せのうちの１または複数を用いて実装することができる。
【００８０】
　実施形態がソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェアまたはマイクロコード、プロ
グラムコードまたはコードセグメントで実装される場合、それらは記憶コンポーネントの
ような機械読み取り可能な媒体に記憶することができる。コードセグメントは、プロシジ
ャ、関数、サブプログラム、プログラム、ルーチン、サブルーチン、モジュール、ソフト
ウェアパッケージ、クラス、あるいは命令、データ構造、プログラムステートメントの任
意の組合せを表す。コードセグメントは、情報、データ、引数、パラメータ、またはメモ
リコンテンツを渡したり、受信したりすることにより、他のコードセグメントまたはハー
ドウェア回路に連結されている。情報、引数、パラメータ、データなどは、メモリシェア
リング、メッセージパッシング、トークンパッシング、ネットワーク送信などを含む任意
の適切な手段を用いて、渡され、転送され、送信される。
【００８１】
　ソフトウェア実装の場合、ここに説明される技術は、ここに説明される機能を実行する
モジュール（例えばプロシジャ、関数など）で実装することができる。ソフトウェアコー
ドは、メモリユニットに記憶され、プロセッサにより実行される。メモリユニットは、プ
ロセッサ内、または、当該技術において既知の種々の手段を通じてプロセッサと通信可能
に接続されている場合には、プロセッサの外部に実装することができる。
【００８２】
　図１２を参照して、複数のモバイル機器へブロードキャストされる干渉指示の生成を容
易に行えるシステム１２００が説明される。例えば、システム１２００は、少なくとも一
部は既知局内に備えることができる。システム１２００は、複数の機能ブロックを含むよ
うに表されており、この複数のブロックは、プロセッサ、ソフトウェア、またはこれらの
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組合せ（例えばファームウェア）により実装される機能を表す。システム１２００は、協
働で動作する複数の電気コンポーネントの論理グループ１２０２を含む。例えば、論理グ
ループ１２０２は、少なくとも１つのモバイル機器を含む第１のグループを、少なくとも
一部を当該第１のグループからの電力増幅器ヘッドルーム情報に基づき、割り当てられた
スペクトルの内部サブバンドにスケジューリングする電気コンポーネント１２０４を含む
ことができる。例えば、電力が制限されているモバイル機器は、割り当てられたスペクト
ルの内部サブバンドにスケジューリングすることができる。一例によれば、電力増幅器ヘ
ッドルーム情報は、上記に説明されたような静的差分情報ととともに、期間情報を含むこ
とができる。さらに、論理グループ１２０２は、少なくとも１つのモバイル機器を含む次
のグループを、少なくとも一部を当該次のグループからの電力増幅器ヘッドルーム情報に
基づき、割り当てられたスペクトルの残りの部分にスケジューリングする電気コンポーネ
ント１２０６を含むことができる。例えば、電力制限のないモバイル機器は、説明したよ
うに、電力の制限されているモバイル機器を電力増幅器ヘッドルーム情報に基づきスケジ
ューリングした後、割り当てられたスペクトルの残りの部分に割り当てることができる。
さらに、論理グループ１２０２は、少なくとも一部を電力増幅器ヘッドルーム情報に基づ
き、サブバンドを選択する電気コンポーネント１２０８を含むことができる。一例によれ
ば、サブバンドは、複数のサブバンドにわたるチャネル選択性とともに、モバイル機器の
電力制限の考慮に基づき選択され得る。さらに、システム１２００は、電気コンポーネン
ト１２０４、１２０６、及び１２０８に関する機能を実行するための命令を保持するメモ
リ１２１０を含むことができる。メモリ１２１０の外部に示されているが、電気コンポー
ネント１２０４、１２０６、及び１２０８のうちの１つまたは複数はメモリ１２１０内に
存在できることは言うまでもない。
【００８３】
　図１３に変わり、ここには、逆方向リンク上の電力を調整するシステム１３００が説明
される。システム１３００は、例えば、モバイル機器内に備えることができる。図示した
ように、システム１３００は、プロセッサ、ソフトウェア、またはこれらの組合せ（例え
ばファームウェア）により実装される機能を表す複数の機能ブロックを含む。システム１
３００は、送信リンク送信の制御を容易にする複数の電気コンポーネントからなる論理グ
ループ１３０２を含む。論理グループ１３０２は、広帯域割当のための最大達成可能送信
電力に対応する周期的な電力増幅器ヘッドルーム測定量を送信する電気コンポーネント１
３０４を含むことができる。例えば、周期的な測定は、例えば１つのサービスエリア中を
機器が移動している間行われる。さらに、論理グループ１３０２は、１又は複数の関心点
に対応する静的差分電力ヘッドルームを通知する電気コンポーネント１２０６を含むこと
ができる。例えば、説明したように、関心点は、内部サブバンド、サブバンド境界、及び
または単一ベースノードを含むことができる。従って、複数の周期的測定量を、送信側で
の１または複数の静的差分ダイナミックに加えて、サブバンドを選択するための計算され
た電力ヘッドルームを得る。さらに、システム１３００は、電気コンポーネント１３０４
及び１３０６に関する機能を実行するための命令を保持するメモリ１３０８を含むことが
できる。メモリ１３０８の外部に示されているが、電気コンポーネント１３０４及び１３
０６はメモリ１３０８内に存在できることは言うまでもない。
【００８４】
　以上説明してきたことは、１又は複数の実施形態の例を含む。もちろん、前述した実施
形態を説明する目的で、コンポーネントや手順のあり得る全ての組合せを説明することは
不可能であるが、当業者は、種々の実施形態の多くのさらなる組合せ及び置き換えが可能
であることは理解できよう。従って、説明された実施形態は、添付のクレームの趣旨及び
範囲内にある、そのような全ての種々の変形を包含することを意図するものである。さら
に、“含む（includes）”という用語は、詳細な説明やクレームで用いられる範囲で、 
“具備する（comprising）”という用語がクレーム中で移行語として用いられるときに“
具備する”が解釈されるのと同様に包括的であることを意図する。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
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［付記］
［１］　スペクトルマスクマージンの非線形歪みを軽減する方法であって、
　少なくとも１つのモバイル機器の第１のグループを、該第１のグループからの電力増幅
器ヘッドルーム情報に基づき、割り当てられたスペクトルの内部サブバンドにスケジュー
リングすること、
　少なくとも１つのモバイル機器の次のグループを、前記内部サブバンドにスケジューリ
ングした後、該次のグループからの電力増幅器ヘッドルーム情報に基づき、前記割り当て
られたスペクトルの残りの部分にスケジューリングすること、
　を含む方法。
［２］　１または複数のモバイル機器から電力増幅器ヘッドルーム情報を受信すること、
をさらに含む［１］記載の方法。
［３］　前記電力増幅器ヘッドルーム情報は、広帯域割当に関する周期的最大受信電力量
を含む［１］記載の方法。
［４］　前記電力増幅器ヘッドルーム情報は、さらに、前記内部サブバンドに関する電力
増幅器ヘッドルームの通知された静的差分量を含む［３］記載の方法。
［５］　対応する通知された静的差分量を１または複数の前記周期的最大受信電力量に加
えることにより、電力増幅器ヘッドルーム量を計算することをさらに含み、
　前記電力増幅器ヘッドルーム情報は前記電力増幅器ヘッドルーム量を含む［４］記載の
方法。
［６］　前記第１のグループは、最大送信電力近傍で送信する複数の機器を含む［１］記
載の方法。
［７］　前記次のグループは、最大送信電力より大幅に低い送信電力で送信する複数の機
器を含む［１］記載の方法。
［８］　電力制限のある少なくとも１つのモバイル機器を、スペクトルの内部サブバンド
にスケジューリングし、電力制限のない少なくとも１つのモバイル機器を前記スペクトル
の残り部分にスケジューリングする少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに接続されるメモリと、
　を含み、
　前記電力制限は、電力増幅器ヘッドルーム情報に関する無線通信装置。
［９］　前記少なくとも１つのプロセッサは、さらに、前記少なくとも１つのモバイル機
器から、電力増幅器ヘッドルーム情報を受信する［８］記載の無線通信装置。
［１０］　前記電力増幅器ヘッドルーム情報は、広帯域割当に関する周期的最大受信電力
量を含む［８］記載の無線通信装置。
［１１］　前記電力増幅器ヘッドルーム情報は、内部バンド、サブバンド境界、または単
一ベースノードに関する電力増幅器ヘッドルームの静的差分量をさらに含む［１０］記載
の無線通信装置。
［１２］　前記少なくとも１つのプロセッサは、さらに、対応する通知された静的差分量
を、１または複数の前記周期的最大受信電力量に加えることにより、電力増幅器ヘッドル
ーム量を計算し、
　前記電力増幅器ヘッドルーム情報は、電力増幅器ヘッドルーム量を含む［１１］記載の
無線通信装置。
［１３］　前記少なくとも１つのデバイス機器は、最大送信電力近傍で送信する［８］記
載の無線通信装置。
［１４］　前記少なくとも１つのモバイル機器は、最大送信電力より大幅に低い送信電力
で送信する［８］記載の無線通信装置。
［１５］　動的な電力増幅器バックオフを可能にする無線通信装置であって、
　少なくとも１つのモバイル機器の第１のグループを、少なくとも一部を、該第１のグル
ープからの電力増幅器ヘッドルーム情報に基づき、割り当てられたスペクトルの内部サブ
バンドにスケジューリングする手段と、
　少なくとも１つのモバイル機器の次のグループを、少なくとも一部を、該次のグループ
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からの電力増幅器ヘッドルーム情報に基づき、前記割り当てられたスペクトルの残りの部
分にスケジューリングする手段と、
　少なくとも一部を、電力増幅器ヘッドルーム情報に基づき、サブバンドを選択する手段
と、
　を含む無線通信装置。
［１６］　１又は複数のモバイル機器から電力制限情報を受信する手段をさらに含む［１
５］記載の無線通信装置。
［１７］　前記電力増幅器ヘッドルーム情報は、広帯域割当に関する周期的受信電力側的
値を含む［１５］記載の無線通信装置。
［１８］　前記電力増幅器ヘッドルーム情報は、さらに、内部サブバンド、サブバンド境
界、または単一ベースノードに関する電力増幅器ヘッドルームの通知された静的差分量を
含む［１７］記載の無線通信装置。
［１９］　対応する通知された静的差分量を１または複数の前記周期的最大受信電力量に
加えることにより、電力増幅器ヘッドルーム量を計算する手段をさらに含み、
　前記電力増幅器ヘッドルーム情報は、前記電力増幅器ヘッドルーム量を含む［１８］記
載の無線通信装置。
［２０］　前記第１のグループは、最大送信電力近傍で送信する複数の機器を含む［１５
］記載の無線通信装置。
［２１］　前記次のグループは、最大送信電力より大幅に低い送信電力で送信する複数の
機器を含む［１５］記載の無線通信装置。
［２２］　コンピュータ読み取り可能な媒体を含むコンピュータプログラム製品であって
、
　前記コンピュータ読み取り可能な媒体は、
　少なくとも１つのコンピュータに、電力制限のある少なくとも１つのデバイス機器を、
スペクトルの内部サブバンドにスケジューリングさせるコードと、
　少なくとも１つのコンピュータに、電力制限のない少なくとも１つのデバイス機器を、
前記スペクトルの残りの部分にスケジューリングさせるコードと、
　を含み、
　前記電力制限は、電力増幅器ヘッドルーム情報に関するコンピュータプログラム製品。
［２３］　前記コンピュータ読み取り可能な媒体は、さらに、
　少なくとも一部を、１または複数のモバイル機器との通信に基づき、電力増幅器ヘッド
ルーム情報を推定するコードを含む［２２］記載のコンピュータプログラム製品。
［２４］　少なくとも１つのモバイル機器の第１のグループを、少なくとも一部を、該第
１のグループからの電力増幅器ヘッドルーム情報に基づき、割り当てられたスペクトルの
内部サブバンドにスケジューリングし、
　少なくとも１つのモバイル機器の次のグループを、少なくとも一部を、該次のグループ
からの電力増幅器ヘッドルーム情報に基づき、前記割り当てられたスペクトルの残りの部
分にスケジューリングし、
　少なくとも一部を、電力増幅器ヘッドルーム情報に基づき、サブバンドを選択するプロ
セッサと、
　前記プロセッサに接続されるメモリと、
　を含む無線通信装置。
［２５］　電力増幅器バックオフの動的な調節を容易にする方法であって、
　最大達成可能送信電力に対応する周期的電力ヘッドルーム量を送信すること、
　１または複数の関心点に対応する静的差分電力ヘッドルームを通知すること、及び
　サブバンド割当を受信すること、
　を含む方法。
［２６］　前記複数の関心点は、内部サブバンド、サブバンド境界、及びまたは単一ベー
スノードを含む［２５］記載の方法。
［２７］　少なくとも一部を、受信されたサブバンド割当に基づき、電力増幅器バックオ
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フを評価すること、及び
　評価されたバックオフに従って、電力増幅器を調整すること、
　をさらに含む［２５］記載の方法。
［２８］　電力増幅器バックオフを評価することは、前記サブバンド割当が、割り当てら
れたスペクトルの内部サブバンドへの割当を示すとき、低いバックオフを決定することを
含む［２７］記載の方法。
［２９］　電力増幅器バックオフを評価することは、前記サブバンド割当が、割り当てら
れたスペクトルのサブバンド境界への割当を示すとき、高いバックオフを決定することを
含む［２７］記載の方法。
［３０］　最大達成可能送信電力に対応する周期的電力ヘッドルーム量を送信し、１また
は複数の関心点に対応する静的差分電力ヘッドルームを通知する少なくとも１つのプロセ
ッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに接続されるメモリと、
　を含む無線通信装置。
［３１］　前記少なくとも１つのプロセッサは、さらに、少なくとも一部を、受信された
サブバンド割当に基づき電力増幅器バックオフを評価し、評価されたバックオフに基づき
電力増幅器を変更する［３０］記載の無線通信装置。
［３２］　前記複数の関心点は、内部サブバンド、サブバンド境界、及びまたは単一ベー
スノードを含む［３０］記載の無線通信装置。
[３３]　スペクトルマスクマージンの非線形歪みを軽減する無線通信装置であって、
　広帯域割当のための最大達成可能送信電力に対応する周期的電力ヘッドルーム量を送信
する手段と、
　１または複数の関心点に対応する静的差分電力ヘッドルームを通知する手段と、
　を含む無線通信装置。
［３４］　電力制限情報を送信する手段をさらに含む［３３］記載の無線通信装置。
［３５］　前記複数の関心点は、内部サブバンド、サブバンド境界、及びまたは単一ベー
スノードを含む［３３］記載の無線通信装置。
［３６］　サブバンド割当を受信する手段をさらに含む［３３］記載の無線通信装置。
［３７］　少なくとも一部を、受信されたサブバンド割当に基づき、電力増幅器バックオ
フを決定する手段と、
　決定されたバックオフに従って電力増幅器を調整する手段と、
　をさらに含む［３６］記載の無線通信装置。
［３８］　電力増幅器バックオフを決定する手段は、前記サブバンド割当が、割り当てら
れたスペクトルの内部サブバンドへの割当を示すとき、低いバックオフを決定することを
含む［３７］記載の無線通信装置。
［３９］　電力増幅器バックオフを決定する手段は、前記サブバンド割当が、割り当てら
れたスペクトルのサブバンド境界への割当を示すとき、高いバックオフを決定することを
含む［３７］記載の無線通信装置。
［４０］　コンピュータ読み取り可能な媒体を含むコンピュータプログラム製品であって
、
　前記コンピュータ読み取り可能な媒体は、
　少なくとも１つのコンピュータに、最大達成可能送信電力に対応する周期的電力ヘッド
ルーム量を送信させるコードと、
　前記少なくとも１つのコンピュータに、１または複数の関心点に対応する静的差分電力
ヘッドルーム量を送信させるコードと、
　前記少なくとも１つのコンピュータに、サブバンド割当を受信させるコードと、
　を含むコンピュータプログラム製品。
［４１］　前記複数の関心点は、内部サブバンド、サブバンド境界、及びまたは単一ベー
スノードを含む［４０］記載のコンピュータプログラム製品。
［４２］　広帯域割当のための最大達成可能送信電力に対応する周期的電力ヘッドルーム
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量を送信し、
　１または複数の関心点に対応する静的差分電力ヘッドルームを通知するプロセッサと、
　前記プロセッサに接続されるメモリと、
　を含む無線通信装置。
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